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世界の原油情報がここに凝縮されています。

毎週木曜日午後発行

週刊原油

ＮＹ原油反落

4月2日のＮＹ原油5月限は0.12ドル安の99.62ドル。米エネルギー情報局（EIA）統計での原油在庫の予想外の減少も、

ヒューストン・シップ・チャネルの閉鎖によるものと受け止められるなか、期近は一時、3月25日以来の水準へ下押されるな

ど軟調に推移した。

5月限は、夜間取引終了間際に期近ベースで3月25日以来となる98.87ドルへ下落。米石油協会（API）統計での原油在庫急

減も、EIA統計では在庫が11週連続して増加する見通しやリビアの供給回復の可能性、3月の米ADP雇用者数が事前予想を下

回ったことなどが背景となった。立会い開始後は様子見となるなか、米東部夏時間午前10時30分に発表されたEIA統計では、

原油在庫が予想に反して減少したものの、市場は特に反応せず。燃料オイル漏れによるテキサス州ヒューストン・シップ・

チャネルが閉鎖された影響が出たとみられ、在庫増加は一時的なものと受け止められる一方、来週発表の統計では今回の在庫

減少の反動が出るとの見方が広がった。ただし、EIA統計発表後に夜間取引の安値をわずかに下抜く98.86ドルに軟化するも、

その後は積極的に売り込まれるまでには至らず、レンジ内で下げ止まった。

石油製品は、ヒーティングオイルは期近が続落、改質ガソリンは続落。原油安に圧迫されるなか、留出油在庫の増加やガソ

リン在庫が予想されたほど減少しなかったことなどもあり、一時、ヒーティングオイル5月限が期近ベースで昨年11月13日

以来、改質ガソリン5月限は期近ベースで2月28日以来の水準へ一段と下落した。

ICEブレント原油5月限は続落。リビアではこの日の抵抗勢力と政府側との話し合いの結果次第では、抵抗勢力が押さえてい

る石油ターミナルの操業が再開される可能性があることなどから、一時、期近ベースで昨年11月8日以来となる103.95ドル

まで切り下がった。

シティグループの商品調査のニューヨーク拠点責任者、エド・モース氏は2日、石油市場は供給過剰のため弱気な見方を示し

た。同氏は、米国、イラン、イラクとブラジルの増産を挙げる一方、市場への政治リスクプレミアムはかなり小さいとした。

海外主要通信社が伝えた。

EIAが2日発表した3月28日までの週間石油統計は以下の通り。事前予想は、原油在庫が前週比250万バレル増加、ガソリン

が200万バレル減少、留出油が変わらずだった。（日本先物情報ネットワーク）



TＯPICｓ 国際エネルギー機関（IEA）による世界の原油需給 by 3月14日付 Oil Market

2月の原油価格は、値上がりのスピードが北海ブレント

原油価格を大きく超えて上昇した。ＷＴＩ先物価格は寒

い冬と強い精製設備の需要に押されて、過去5カ月で初め

て100ドル以上となった。しかし、3月になると、新規

石油精製設備の稼働開始の遅れ等により両指標とも下落

し、ＷＴＩは98.2ドル、ブレントは108ドルになった。

2月の原油価格

2月の世界の供給量

2月には、OPECの生産量が日量＋50万バレル増加した

ため、世界の原油供給量は日量＋60万バレル増加した。

2013年の非OPEC諸国の供給量合計は日量＋130万バレ

ル増加し、2014年は日量＋170万バレル増加すると見込

まれている。少なくとも1990年代以降で最も大きな年間

の増加となる。主に米国、カナダ、ロシア、中国及びブラ

ＷＴＩ原油価格

ドバイ原油価格

北海ブレント原油価

世界の原油価格（単位：バレル当たりUS$）

世界の原油供給量（単位：日量百万バレル）

2月のOPECの原油供給量は、過去5カ月間で初めて日

量3,000万バレルを突破したが、これはイラクが35年ぶ

りに多い生産量となったためである。OPECの生産量は、

前年比＋50万バレル増の日量3,049万バレルとなった。

2014年第１四半期のOPECに対する原油生産必要量（在

庫の変化）は日量▲10万バレル減少して日量2,890万バ

レルとなった。2014年下半期は＋25万バレル増加して

2月のOPEC諸国の原油供給量

ＯＰＥＣ諸国の原油供給量（単位：日量百万バレル）

2014年の世界の原油需要

2014年の世界の原油需要の伸びは日量140万バレルで

マクロエコノミーの減退が解消すれば、日量9,270万バレ

ルとなると思われる。新興国市場は最近変動が大きくなっ

ているが、原油需要増加の主なけん引役であり、非OECD

アジア諸国がほぼ増加の半分を占める。。

世界の原油需要（単位：日量百万バレル）

1月のOECD諸国の原油在庫は1,320万バレル減少して

25億5,100万バレルとなっている。この減少は北米の異

常寒波による暖房油のための在庫減が要因である。季節調

整後の原油在庫量は12月末に▲15万4千バレル減少した。

また石油精製製品の在庫日数は0.2日減少して29日分と

なっている。

米国のエネルギー情報局によれば、3月12日米国の戦略

備蓄在庫は500万バレル売却されるという。これは戦略備

蓄在庫システムとインフラ設備能力を調査するためと言わ

原油在庫

世界の石油精製設備原油投入量は、2014年第１四半期

に日量＋100万バレル増加し、日量7,660万バレルとなっ

ている。米国と中近東及びロシアの一部で需要が急増し、

アジアとヨーロッパの減少を補っている。季節的なメイン

テナンスにより4月は世界の石油精製設備原油投入量は日

量7,480万バレルに減少するだろう。第２四半期の平均は

石油精製設備原油投入量



トムソンロイターによれば、中国の3月の原油輸入量は、2,560万トンと前月の2,305万トンから＋11.06%増加した。

この輸入の増加は、短期的経済見通しは減速しているので、これは在庫積み増しのためだと思われる。ただ製造活動の拡大

と一致している面もある。国家統計局によると、中国の公式の製造業購買部局インデックス（ＰＭＩ）は2月の50.2から3

月は50.3に拡大している。予想は50.2であり、上昇したのは3カ月ぶりのことであった。

国際エネルギー機関（IEA）のレポートで中国の今年の原油需要が前年比日量＋34万4千バレル増加して日量1,044万

バレルになるとされているが、3月の輸入量の増加はこれより目覚ましいものであった。IEAは中国の石油精製設備の原油

投入量は、新規に二件の石油精製設備の稼働に伴い、第１四半期日量980万バレルとしている。第２四半期は、精製量は

底堅く推移し、第２四半期末には更に増加する可能性があるとしている。

トムソンロイターのアナリストによれば、中国の海上からの原油輸入量は、2月の2018万トンだったものが、3月には

2279万トンになっているという。3月の輸入量の内、増加しているのは中近東からの輸入量で、2月から＋19.4％増加し

1,283万トンだった。これは中国の原油輸入量の50.45%を占めている。

このうちUAEからの輸入量は、2月の40万トンから184万トンに増加している。UAEからの輸入量は過去12カ月で最

も多く、昨年6月の輸入量を超えている。

またイラクからは、2月の209万トンが3月には267万トンになっている。OPEC諸国が中国市場で増量を図っているこ

とが見て取れる。イラクは決済期限を60日に延長し、イラク南部のバスラ港からの輸出に力を入れている。3月のイラク

南部からの輸出量は998万トン（日量7260万バレル）前月から４％増加している。

1月にOPEＣ諸国の中国向け輸出は日量362万バレルと1979年以来最高であった。また世界最大の原油生産国サウジ

アラビアからの3月の中国への原油輸入量は23.5%増加し、329万トンとなった。ただ、重質油の中国向シェアは

25.65%に減少して2006年以来最低になった。これは中国向けのサウジアラビアのシェアが減少したことと、中国向け

全体の中近東のシェアが下がったためである。

TＯPICｓ 3月の中国の原油輸入量が増加 by Thomsoｎ Reuters Inseide Oil

TＯPICｓ オクラホマ州クッシングの原油在庫が減少中 by EIA

トランスカナダのCushing Marketlinkパイプラインが開通して、原油をオクラホマ州クッシングからメキシコ湾岸方面に

移動させている。 中西部（ＰＡＤＤ２）とメキシコ湾（ＰＡＤＤ３）地区の石油精製設備は高い稼働率になっている。 パイ

プラインの輸送能力の増強と鉄道輸送の増加により、クッシングの貯蔵設備を経由せずに直接東海岸（ＰＡＤＤ１）やメキシ

コ湾岸（ＰＡＤＤ３）や西海岸（ＰＡＤＤ５）に運ぶことができるようになっている。

クッシングの原油在庫が減少しても、原油在庫は2005年～08年の最大の水準となっている。過去数年間にわたり、中部

地区のタイトオイル鉱床からの原油生産の大半は、クッシングの貯蔵設備に運びこまれていた。クッシングから原油をす引き

出す能力が小さかったことから、原油在庫は増加した。現在クッシングの原油在庫は減少して、現状の市場水準を反映したも

のとなっている。クッシングの在庫が減少したが、地方の石油精製設備が必要とする需要に合致する原油供給を満たす水準で

ある。

オクラホマ州 クッシングの原油在庫（単位：百万バレル）



2013年米国のエネルギーのネット輸入はエネルギー単位で言えば、過去20年で最少水準まで減少している。米国内の

原油と天然ガスの増産により、輸入品が代替され石油製品の輸出を増加させている。エネルギー輸入の大幅な減少と輸出の

痴佐奈増加により2013年は12年に比べて米国のネットエネルギー輸入は19％減少した。 2013年の総エネルギー輸入

量は2012年に比べて▲９％減少。輸出の伸びは鈍化した。国内原油生産量は約＋15％増加し、輸入は▲12％減少し米国

の輸入全体の減少に寄与している。 米国の一時エネルギー消費量は、2011年は減少したが、2012年は2.4％増加した。

再生可能エネルギーの割合は過去最大の増加となった。一次エネルギーの増加はすべての分野に及んでいる。住宅用需要の

伸びが最も高く、輸送用は最も少なかった

TＯPICｓ 米国のエネルギー輸入量は減少中 by EIA

米国のエネルギー輸入

（1985年から2013年）

（単位： 1015Ｂtu）

米国のグロスエネルギー輸入

（1985年から2013年）

（単位： 1015Ｂtu）

米国のグロスエネルギー輸出

（1985年から2013年）

（単位： 1015Ｂtu）

バッケンシェール鉱床のノースダコタ州の天然ガスの生産量は急激に増加しており、同州の原油生産の増加と比例してい

る。天然ガスの生産は州の天然ガスパイプラインや加工処理能力を超えている。その結果のノースダコタ州では2013年末

までに販売されない天然ガスが増えている、2011年の日量1億6千万立方フィートから2013年には3億1千万立方フィー

トに増加していると天然資源局のノースダコタ州は述べている。

また年末に一時的に加工設備が停止したことも、販売されない天然ガスの量と割合を増加させている。この傾向は2014

年も続き、大半の天然ガスは大気中で燃やされることになる。

2012年8月ノースダコタ州と北部国境パイプラインをつなぐ工事が完成した。そして日量1億立方フィートの

StatelineⅡパイプライン天然ガスプラントは2013年5月に接続された。 2013年6月にはノースダコタ州Tioga の天然

ガス加工設備から日量1億3千万立方フィートの天然ガスをAllianceパイプラインにつなぐ工事が完成した。Allianceはイ

リノイ州シカゴにこの天然ガスを輸送している。

2013年9月このパイプラインの稼働ははじまったが、本格的な稼働は3月末までできなかった。また拡張するためには

加工設備の稼働を一時閉鎖する必要があり、2013年11月には生産量の39％が販売されなかった。 ＧＥ社のCNG In A 

BOXという設備は、コンパクトな圧縮機を使って天然ガスを冷却し、圧縮天然ガス（ＣＮＧ）に加工する。こうすること

で、天然ガスを車両や自動車で運ぶことができるようになる。

TＯPICｓ 廃棄される天然ガス by EIA
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原油価格は100ドル前後を上下している。これまでWTI価格の一つの目安となっていた米国原油在庫は、パイプラインの

完成によりクッシングの貯蔵設備からメキシコ湾岸の石油精製設備へ原油在庫の移送が始まり、クッシングの原油在庫量が

減少し始めている。

そのため、原油在庫が減少しても、場所が移動しただけともいえる状況となっているので、一つの指標がなくなった。ただ、

米国エネルギー情報局の公表する原油在庫は全米のものであるので、データとして使える。

ＩＥＡの世界の需給状況では、非OPEC諸国からの供給が増加して世界の需要の増加を大幅に凌駕している。米国は原油

生産量が増加し、トータルエネルギーの輸入量が急減してきているという。それだけ米国の貿易収支は改善していると言え

る。

一方、需要が増加するのは主に新興諸国であり、米国では暖房油の増加はあっても輸送用の需要は減少しているという。

新興国で需要が増加する予定の中国では、3月の輸入量は急増しているという。最近の中国の税関当局によるデータは信憑

性に欠けるところがある。それは税関の集計の問題ではなく、輸出入の絶対量が実需と結びついていないという点で信憑性

に欠ける。3月の原油輸入量は勘繰れば、資金繰りのための輸入ではないかと疑われる。イラク等が決済にユーザンス（貸

付）を付けているようで、使わないのに輸入して担保として銀行に提供し、返済は4カ月後などということになる。正に自

転車操業の兆候ではなかろうか。中国の輸出額と原油輸入量の急増の背景にはそうした金融取引の可能性がある。

原油価格は、相変わらず需給の緩和と地政学的リスク、及び米国景気の綱引きできまっているようだ。需給は－要因、地

政学的リスクと米国景気の回復は＋要因である。根底には需給の緩和が横たわっている。

今後の予想


